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本書は， Westview Pressの企画する「現代世界の

国々：アフリカ 1(Nations of the :Vlodern WoτId: 

Africa）シリーズの21番目の著作として公刊された。

同シリーズは，アフリカ各国について 1国1冊の形

でとりあげ，地理．歴史，経済，国際関係などの側

面にI幅広く日を配りつつ，事者ω専門領域や独自の
観点を活かして国のありさまを記述するのを基本コ

ンセプトとしている (1988年のシリーズ刊行開始汚

時は「今日のアフリカの国々」 Nationsof Contem-

porary Africaというシリーズ名であった。現在ま

でにモザンピーク，ザンビア，サントメプリンシペ，

タンザニア，マリ，赤道ギニア，ニシエール，モー

リシャス，ジンパブウ L，ナミビア，ギニアヒサウ，

カ、ボン，ザイール，ケニア，マダガスカル，カーボ

ベルデ，ウカ、ンタ，セネガ「ル，ブルキナブァソ，ア

ンゴラについての名巻が既刊であるc 一部はすでに

改訂版も刊行されている）。

さて，アフリカ中古llに位置するチャドを放った本

選：も，｜司シリーズの基本コンセプトにしたがった構

成を採っている。まず，第1章で地形や気！｜美なとの

地理的傑lj凶iが概説される。「チャドの肢もど j と題し

た第2章で、は，植民地化に先立つ時代の岡地域での

貧困であるが，第4章では同国のかかる経済状況が

解説されている。財政，貿易，国際収支における赤

字の恒常化と低成長，国際援効への依存などといっ

た同国経済の主要傾向が解説され，その要因として

外竺的なもの（植民地支配の遺産と燐接諸国ω干渉）
と内生的なもの（内戦，気候・環境の悪影響，政府

の経済政策の不十分さ，内建国という条件）が並列

的に指摘されている0 －社会と文化」と題した第5

章では，主要民抜，教育，保健，宗教について概説

されている。第6掌l主国際関係を扱っているc 内戦

期のチャドにさまざまな子渉を行ってきたリヒーァ，

ナイジエリアなどの近燐諸国との関係と，リピアの

干渉を問題視して内戦；こ介入したアメリカ，フラン

スと心関係を中心iこ解説がなされている。

本；需について著者は，チャドに対する研究者の関

心は必ずしも高くないとの認識を示したうえで，

rこの掴の複雑性に分け入ることで，今日のチャド

理解に寄与し， 1960年代＇f.ば以緯の同閣で浸i刻した

出＊事を税神話化すること」（p.2）をH的としたい宵

表明している。紙輔の制約ゆえの物足りなさが一部

感じられるものの，依拠した資料や文献が豊富な注

によって的確に王子らされたていねいな記述が全編にわ

たって寅かれ，著者の意欲がよく反映された内容と

なっている。

フランスによる組員地支配の実態に関する記述

（第2章）はとくに充実している部分である。いち

学く r']Z定」に成功したi羽部地域から，フランス植

民地当局が人員徴発を行い，摘民地京として征服作

戦に動員した過程，また，行政宥不足を補うため行

政首長；fjlJが整備され，かくして確立された間接統治

システムを介して，雑役，強制栽培（綿入鉄道建

諸国家の活動，フランスによる征級と傾民地統治の 設， f符役などのために労働力が強制的に動員された

実態，独.，・Eを見猟えた政治活動ω炭聞が解説される。 過程，これに対して現地住民が逃散で低抗い隣接
*:u;rは「チャドにおける政治動向と内戦」と題さ
れ， 1960年の独立とトンパルパイエ政権による統治，

751fのクーデ、ターによるマルーム箪事政権の成立，

グクーニ，ハブレi山j派による内戦，イドリス・デビ

（現大統領）の台頭という政治（｝）主だった流れが；泌

されている。

チャドは今flllil際機関ω各種指標からdわれるM
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植民地への移動が恒常化したことなど，被民地支配

に伴って同地域lこもたらされた社会変容が説得的に

記述されている。

概説i今を釜本コンセブトとしながら，分析の厚み

にも 1－分奴意されており，一国研究の足がかりとし

て好j＠な本である。

（アシ。ア経済研究所地域研究第2告Ill


